
架空料金請求詐欺による高額被害が発生（4／28） 
 

 令和７年12月、札幌市手稲区に居住する80歳代男性は、携帯電話に日本支援
協会を名のる者から「５億２千万円を支援します。」などとメッセージが届き、LINEに誘
導されてやり取りをする中で、「支援を受けるためには手数料が必要」などと言われまし
た。 

 その後、犯人から手数料等の名目で電子マネーを要求され、令和７年12月から本
年４月26日までの間に数十回にわたり、札幌市内のコンビニエンスストアで電子マネーを
購入し、電子マネーカードの裏面の番号を犯人に伝え、合計約3,000万円をだまし取
られる被害が発生しました。 

 

※ 『コンビニで電子マネーカードを買って、カード番号を教えて』は詐欺！！ 

 ・ 事業者等が「未納料金などの支払い」や「手数料」等の名目で、コンビニエンスス
  トアで、電子マネー（プリペイドカード）を購入させることは絶対にありません。 

 ・ 面識のない相手から身に覚えのない料金を請求されたら詐欺を疑い、一人で悩
  まずに、相手との接触を断ち、最寄りの警察又は♯9110に相談してください。  

  

    

【金融機関の皆様へ】 

○ 詐欺被害者が高額現金の引き出しに訪れる可能性がございますので、声掛けやモニ
 タリングを強化していただき、不審な取引等を認めた場合は、積極的な通報をお
 願いします。 

【すべての事業者等の皆様へ】 

○ この情報は、できる限り多くの道民の皆様に伝達できますよう、傘下企業、ご家
 族、ご友人、お知り合い、ご近所の方に対して転送するなど、広く情報提供をお願
 いします。

          北海道警察本部 生活安全企画課特殊詐欺抑止対策係 

               ０１１－２５１－０１１０（内線3028）
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